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※申込等、詳しくはチラシ、HPをご覧下さい。

講演会のご案内
汐見稔幸先生 講演会

要領・指針はなぜ、
どう改定されたのか？

平成30年1月28日日
高田短期大学 講堂
13：00～15：00（開場12：30）

　錦秋の候、皆様方にはご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は育児文化研究センターの活動に対して格別のご
高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　本センターは研究員方々のお力添えと地域の皆様のご理解・ご支援のもと、地域の子育てを考え、子育て環境を整え
ていくための地域貢献・地域連携の様 な々子育て支援事業を進めております。
　今年度、主催講演会は下記ご案内のように、2018年度の「幼稚園教育要領」、「保育所保育指針」、「幼保連携型認
定こども園教育・保育要領」の改定に向けて、汐見稔幸先生に『要領・指針はなぜ、どう改定されたか？』と題しお話し
いただきます。新たな幼児教育・保育の道筋を策定に携わられた先生よりお伺いできる良い機会と存じます。保育関係
者や保育に関心のある多くの皆様のご参加をお待ちしております。また、津市委託事業である「津市子育てひろば関係
者交流会（つながりひろば）」主催の『津ながろう、伝えよう子育て支援』を11月23日（水・祝）に津市北部市民センターで
開催します。市民の皆様に津市の子育て応援の取り組みを実感していただくと共に支援者同士の理解を深める機会と
して、津市の子育て支援の紹介と親子で参加できる製作コーナーやふれあい遊び、ハンドマッサージや子育て相談など
楽しいイベントを企画しております。多様な子育ての場の周知と子育て家庭と子育て支援者が交流し、子育てを地域で
支える環境づくりの共通理解の場としたいと思います。
　学内で開催している７年目となった子育てひろば「おやこひろば たかたん」ではスタッフの見守りの中、親子が、子ども
同士が、親同士がゆったりした雰囲気で遊び、ふれあい、交流を深める様子があちらこちらで見受けられます。また、今年
度は月曜祝日の｢海の日｣と｢体育の日｣に家族の方との交流の場にもなればとファミリーデーを企画いたしました。7月17
日にはたくさんのお父さんが、それとおばあちゃんの参加もあり、お母さんも子ども達も普段のひろばとは違った表情がみら
れ、賑やかで楽しいひろばになりました。今のひろばを大切にしながら、少しずつ支援の幅を広げていく様な取り組みも考
えていきます。地域に目を向けて、地域の子育てを支援できる研究や事業活動により一層取り組んでまいります。今後と
も、育児文化研究センターにご支援・ご協力賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

育児文化研究センター長　鷲見裕子

参加対象者
●保育関係者
●保育に関心のある保護者、学生
　※託児はありません

入場
無料

高田短期大学ホームページ　http://www.takada-jc.ac.jp/

学校法人 高田学苑　高田短期大学育児文化研究センター便り
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そらまめのベット
「ここに貼るの？」

手を繋ぐって　
　心が繋がる？

新聞紙遊びは

今年も最高 !!

お母さんと　　

　　一緒は楽しい 「ハイハイができそうに
　　　　　　なってきたの」

相談内容 担当者 平成29年度基本相談日

発達相談 千草篤麿 ＜10～3月＞
第3水曜日（1）10時（2）11時

子どもの食 鷲見裕子 第2火曜日（1）13時（2）14時
子どもの健康 長倉里加 第2月曜日（1）12時半（2）13時半
子育て・教育 青木信子 第4金曜日（1）13時

日　時 テーマ 講　師
10月19日（木）親子で歌おう音楽会 戸川俊
11月20日（月）幼児食の基本 鷲見裕子
12月21日（木）親子で楽しむ製作遊び 林韓燮
１月22日（月）親子ふれあい遊び 青木信子
２月15日（木）お楽しみ会 たかたんスタッフ

地域への子育て支援事業として、育児に関する心配
や不安を相談できる個別対応の「子育て相談」を予約
制で行っています。担当は本学子ども学科教員です。
詳しくはホームページをご覧ください。

おやこひろばたかたんで月に１回「子育て講座」を行っ
ています。今年度後半は親子で一緒に遊ぶ活動が中
心となっています。
詳しくはホームページをご覧ください。

ボランティア学生の声

　おやこひろばを経験し、子どもは
大人の予想をはるかに超える動き
をし、興味を持つものがたくさんあ
るほど行動範囲は広くなり、活発に
動くということが分かりました。保護

者が目をはなしているすきに危ない場所に行ったり、
机の下に潜り込んだりする姿がありました。その時に
は私が危険な目にあわないように目を配るように心が
けました。このことから保育の現場でも周りを見ること
や、広い視野を持つことが大切であるということを理
解することができ、これからの学びにつなげようと思
いました。

　練習時間も少ない中上演した桃太郎は、本番途中いくつかトラ
ブルがあったもののいろいろな方々に支えられ無事に幕を閉じる
ことができました。劇の途中で登場人物と一緒にボールを使って
鬼を倒そうという親子参加型のシーンを取り入れたところ、一生
懸命親子で協力しながら劇を楽しむ姿が見られ、広場の「親子

ふれあいの場」のテーマにぴったりの公演をすることができたと思います。特に低
年齢児は物事に集中できる時間が短いため、今回のような参加型の体を動かす
場面を作ることでじっと見ているだけの劇よりも子
どもが楽しそうに劇を見ていたように感じました。
今回学んだことを活かし、将来保育者になった時
には、今回学んだことを活かし、工夫をして子どもた
ちが集中できる環境を作っていきたいと思います。

子ども学科1年生　高木　佐和 子ども学科2年生　清水　颯人

　おやこひろばたかたんは、今年度で７年目を迎えました。近隣にも多くの子育て支援の場所が増え、保護者がそれぞれの場
所の特色を知った上で選んで参加したり、開催日に合わせて利用したりしています。
　保護者同士の会話が増える中にも、子どもの遊ぶ姿を見守る母親の視線が感じられます。また離乳食、トイレトレーニング等
子育ての相談や、発達についての悩みを話されることが多くあります。スタッフだけでなく、同じ月齢の子どもを持つ親としての
経験を伝え合っている様子が伺えます。話を聞いてわが子の成長に合わせて取り組んだり、先を見越して頑張ったりするたく
ましさを感じます。子どもたちが楽しく遊ぶ場所としてだけでなく、親としてみんなで育ちあう場所となれば幸いです。

お や こ ひ ば た たろ か ん 29年度
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子 育 て 応 援 隊平成29年度 10月現在

No 月日 行　　　　事 内　　　　容 応募人数 依　頼　団　体

1 7月7日 高岡ほうりん保育園　夏祭り 夏祭り手伝い 6 高岡ほうりん保育園

2 7月8日 高田保育園　夏まつり 夏祭り手伝い 19 高田保育園　保護者会

3 7月19日 高田幼稚園　夏まつり 夏祭り手伝い 14 高田幼稚園

4 7月22日 まつさか幼稚園　納涼大会 納涼大会手伝い 8 まつさか幼稚園

5 7月23日 パパ教室 親子活動教室の補助スタッフ 6 育児文化研究センター

6 7月29日 2017認定こども園シンポジウム 託児の手伝い 5 津市

7 8月5日 しんまち夏まつり バルーンアート 21 新町地区自治会連合会

8 8月5日 平成29年度第34回納涼祭 納涼大会手伝い 6 社会福祉法人　三重済美学院

9 8月5日 さくら保育園　夏祭り 夏祭り手伝い 5 社会福祉法人慈徳会　さくら保育園

10 8月6日 ＨＡＰＰＹな子育て応援フェスティバル 託児所の手伝い 5 津市家庭医療クリニック

11 8月19日 2017認定こども園シンポジウム 託児の手伝い 5 津市

12 8月24日 三重大小児科「2017ぞくよん夏祭り」 三重大学医学部附属病院
小児科「夏祭り」 4 三重大学学生団体「ぞくよん」

13 8月25日 子育てサロン 親子で遊ぶ手伝い 6 子育てサロン「よりあい」

14 8月29日 子育てママの「ホッと」ひろば 乳幼児の保育 5 育児文化研究センター

　今年度も多くの学生が、子育
て支援や子どもに関する行事な
ど、さまざまな場で「子育て応援
隊」としてボランティア活動をさせ
ていただきました。

　非常勤で子どもの保
健Ｉを担当させていただ
いている伊藤と申します。
保健師として市の赤ちゃ
ん訪問や子育て相談事
業等を、「笑顔で子育

て」をモットーに活動してきました。津市は
実家が近くサポートしてもらえる方が多い
反面、他県からの転勤の方も多く出産後
すぐに住み始める方も少なくない現状があ
り、色々な不安に応える子育て支援の必
要性を感じています。そのような思いもあり
7年前に津市内にボランティアで子育てサ
ロンを立ち上げ、地域の方 と々一緒に子育
て仲間の和を広げていけたら…と活動し
ています。ご指導のほどよろしくお願いいた
します。

伊藤　広子

　本年度４月より高田短
期大学子ども学科で助
教として赴任いたしまし
た。主に保育実習指導
の担当をしております。
私は、これまで香川県に

て保育者として勤務し、昨年度までは新
潟県で保育者養成を行っておりました。現
在保育業界は待機児童問題、人材不足、
職員の処遇改善など様々な状況ではあり
ますが、保育者の皆様の「子どもが大好
き」という気持ちが継続できるよう保育の
資質向上を目的に研究を進め保育者養
成、保育者支援を行って参りたいと思い
ます。
　至らぬ点もございますが、ご指導ご鞭撻
のほどよろしくお願い申し上げます。

戸川　俊

　2011年「おやこひろばたかたん」のスタートと共に、ひ
ろばスタッフとして7年目を迎えさせていただいていま
す。はじめの一歩を踏み出す勇気をいただき、たくさん
の方々に支えられて歩いて来ることができました。自然
体でその場にいることの大切さ、周りの方 と々繋がるこ
との大切さを感じています。

　ひろばに来るとホッとでき、深呼吸してはじめの一歩が踏み出せる場と
して大切にし、たくさんの笑顔が見られるように応援して行きたいと思って
います。
　今年度より研究員としても参加させていただきます。ご指導ご助言よろ
しくお願いいたします。 笠原　美穂

　「おやこひろばたかたん」のスタッフとして、
子育て支援に携わらせていただき４年目とな
りました。先生方やみなさまに、これまでたくさ
んのお力添えをいただきましたことを感謝い
たします。
　ひろばでは、子どもの成長や子育てを頑張

るお母さんの姿に喜びと感動を受ける日々 です。これからも、た
くさんの親子さんとの出会いを大切に応援していきたいと思い
ます。研究員として参加させていただくことで、より良い支援に
つながるよう努めて参りますのでご指導のほどよろしくお願い
いたします。 大山　美和

　今年度より育児文化セン
ター研究委員として参加さ
せていただくことになりまし
た。昨年度まで他県の保育
系養成校にて勤務し、4月よ
り子ども学科教員として

「保育の心理学Ⅰ・Ⅱ」等を担当しております。
　現代は「モデル無き時代（経産省、2017）」
といわれ、生きる上での不安や閉塞感の高ま
り―言いかえれば発達上の困難や課題を、
誰もが抱えやすい状況といえます。だからこ
そ、私たち大人と子どもとの情愛溢れる心の
つながりが、互いの育ちの基盤として大切で
す。地域における“育ち”の支援へ、微力な
がら貢献できますことを切に願っております。
ご指導ご鞭撻のほど、何卒よろしくお願い申
し上げます。

山口　昌澄

新入会研究員の紹介
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津市委託事業

７月２３日（日）　高田短期大学
【パパ教室】
※赤ちゃんコース 10：00～11：30
　お父さんと「ふれ愛♡」ベビーマッサージ
　講師：森田慶子 ヤナセクリニック
※幼児コース 13：30～15：00
　お父さんと一緒に作って遊ぼう～風船太鼓～
　講師：山本敦子 高田短期大学

【ママサロン】
10：00～15：00

【第1回支援者研修会】 10月26日（木）18：30～20：30
会場：高田短期大学
テーマ：津市の子育て世代包括支援を考える
講　師：津市健康づくり課、子育て推進課

【第2回支援者研修会】 1～2月開催予定
テーマ：未来に向けて地域でできる子育て支援のあり方

第1回　８月29日（火）
第2回　11月25日（土）
第3回　２月開催予定
会場は第1回、第2回は
高田短期大学

津市ひろば関係者交流会事業（つながりひろば）

津市親支援事業

津市子育て支援者事業

子育てママの「ホッと」ひろば事業

津市内の子育て支援の関係者、関係機関がネットワーク
を広げ、連携を深めるための取り組みを実施しています。

お父さんを対象にした「子どもとの愛着形成」についての
研修会を企画、実施しています。またお母さんのリラクゼ
ーションを目的にママサロンを同時開催しています。

子育て支援者を対象に、親子の関わり支援について「親
支援の援助技術」を中心に企画、実施しています。

子育て中のお母さん同士が、日ごろ思っていることを何で
も話せる集まりです。臨床心理士の先生のサポートを通
して実施しています。

～第47回定例研究会～

～前期センター会議～

　第47回定例研究会が7月11日（火）に開催されました。
　定例研究会では研究員それぞれの研究・専門分野からご報
告いただき、研究員間での研鑽を深める会としています。
　今年度第1回は、長倉里加研究員、青木信子研究員より「津
市の子育て支援センターのニーズと課題｣に関する研究発表が
なされました。後半は「子育て支援の
場のあり方」についてグループディス
カッションが行われ、活発な意見交換
がされました。

　前期センター会議が５月18日（木）に開催されました。
1.三重県児童総合センター川北様、里親支援専門相談員笠井
様、草川様に「里親制度」について話題提供していただきま
した。
2.平成28年度事業報告と平成29年度事業計画について
3.グループ研究紹介
（１）「子育て支援の現状と課題」
（２）「子育て支援のひろばについて」
（３）「子どもの基本的生活習慣と育児」

　第48回定例研究会は11月1日（水）、第49回定例研究会は
平成30年2月13日（火）を予定しています。

後期センター会議は12月5日（火）を予定しています。

講師：橋本景子

センターへのお問い合わせ・アクセス

高田短期大学
育児文化研究センター
〒514-0115
三重県津市一身田豊野195
TEL.（059）253-7020（センター直通）
       （059）232-2310（代表）
FAX.（059）232-6317
Mail ikubun@takada-jc.ac.jp

高田短期大学
学生駐車場●

●高田本山専修寺

津駅

高田本山駅

江戸橋駅

総合文化センター●

●高田中学・高校
東一身田駅
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JR紀勢本線
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高田短期大学


